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はじめに

今年度の心理相談室ウィーク講演会は、コロナ下
のため感染防止対策の一環として、オンライン配信
による開催となった。この形式による講演会の開催
は初の試みとなり、遠隔地等からでも、また自宅か
らでも視聴できるという意義があったと思われる。
実際に参加された方の人数の把握や感想のフィード
バックをいただくことが難しい状況ではあったが、
学内の関係者の方々には大教室に集まって熱心に聞
いていただいたことで、演者としては安心感を持っ
て講演する機会を得ることができた。講演のテーマ
は昨今の思春期の親子関係を「友だち親子」という
切り口から考える内容であった。以下にその概略を
示す。

⚑．思春期の女性の自分作り
―母娘関係と同性友人関係―

思春期から青年期は「第二の分離・個体化」（Blos,
1962）と言われるように、子どもが心理的に親から
の分離を行い個としての自己を形成することが重要
な発達段階である。この時期は、親に対して秘密を
持つことや、同性友人との間で親密な関係を築くこ
とが、心理的な親離れを行う上で重要となる。米国
対人関係学派の Sullivan（1953）は、この時期の愛
他的な親友関係を chumship（チャムシップ）と呼
び、この関係がそれ以前の発達の歪みを修復すると
同時に，以降の心理発達を促進するという点で重視
している。思春期の女性たちが、同性友人との間で
好きなものを共有したり、類似の服装を選ぶなど、
外見に意識を向けるのも思春期に特有の現象である
が、自分作りを始めるこの時期にとって意味ある現
象である。母親の側としても、今まで何でも自分に
話してくれていた娘が秘密を持つようになり、自身
の知らない世界を友達と共有していることに一抹の

寂しさを感じながらも、娘の成長過程としてそれを
見守り、見送る立場となることが自然な展開とな
る。ところが近年、その傾向に少し変化が起こって
いるようである。

⚒．「友だち親子」とは

近年「友だち親子」という言葉が注目されている。
NHK 放送文化研究所（2012）の、「中学生・高校
生の生活と意識調査」によると、悩みごとの相談相
手として、過去30年の推移をみると、中高とも友達
に相談する人が減り、母親に相談する人が増えてい
るという。親の方は、どういう親でありたいと思う
かという質問に対して、「子どもに尊敬されるよう
な権威のある親」と回答した父親は44.3％、母親は
19.4％である一方、「何でも話し合える友だちのよ
うな親」でありたいと回答した父親は54.2％、母親
は79.2％であった。特に母親は子どもに対して厳し
く接するのではなく、子どもと友だちのように仲良
く対等な関係を築きたいと考える傾向が半数以上を
示していた。
こういった複数の指摘やいくつかの調査結果よ
り、親子関係の在り方が、従来に比べて、タテの上
下関係からヨコの水平関係へ変化していることが示
唆される。いわば、親子関係の友だち化とも言える
現象である。親自身が子どもに対して権威的に振舞
うことを嫌い、子どもの気持ちを理解する親であり
たいという思いがその背景にあるのではないか。
「友だち親子」の出現には歴史的背景があり、高
度経済成長期に都市部を中心に進んだ核家族化、少
子化、親の高学歴化、富裕化、個人主義化といった
現象が挙げられると言う（山登，2013）。山登によ
ると、高い教育を受け個人主義を身に付けた親は、
親子で時間や文化を共有し、共同体の利益より家族
のそれを優位に置くようになった。また権威に対し
て拒否的な態度をとるとともに、自身が子どもに対

【T：】Edianserver/神戸女学院/心理相談研究_第23号/
心理相談ウィーク（須藤 春佳） 第23号 ⚒ 校

― 241 ―

第23号 ⚓ 校



して権威的に振る舞うことを嫌うと述べる。このよ
うな経緯から親子の距離は近くなり、タテの関係よ
りヨコの関係が好まれるようになったと結論付けて
いる。

⚓．調査結果より
―母娘関係と娘の自尊感情―

須藤（2020）の調査では、青年期の女性を対象に、
彼女たちの思春期までの母娘関係が、従来より言わ
れている養育態度として測られる親子関係と、チャ
ムシップのような親友関係に近い関係であった程度
について調べ、青年期女性の自尊感情との関連につ
いて検討した。その結果、大学生女子が想起する16
歳までの母親との関係において、母親が暖かく親し
みのある情緒的な関わりを行っていた、自分のこと
を理解をしてくれていたと感じられているほど、娘
の自尊感情が高い傾向がみられた。同時に、16歳ま
での母との間で、親友関係の中で展開されるよう
な、日々感じることを共有したり、母親をモデルと
するような関係を体験しているほど、自尊感情が高
いことが明らかになった。また、従来型の養育態度
である「養護」傾向の関わりよりも、母親との間で
のチャムシップのような体験をしている傾向の高さ
の方が、自尊感情への影響が強いことが示されたこ
とから、現代の大学生女子においては、思春期頃に
同性友人との間で本来体験するとされてきた関係性
を、友人ではなく母親との間で体験することが、自
尊感情との関連を示したことが明らかになった。
このような結果の背景には、現代の「親子関係の
友だち化」が関係しているのではないかと考えられ
る。調査結果から、母と娘は、思春期において、分
離を目指すのではなく、互いに親密な関係を継続し
ていることがうかがわれ、思春期という不安定な時
期に置かれた娘は、分離をめぐって母親との葛藤的
な関係を生きるより、親密で良好な関係を結び、母
親との一体感をもった関係を築く方が、分離の苦し
さを引き受けなくてよいためではないかと考えられ
る。思春期について詳述している精神分析家の
Blos, P（1962）は、「女の子はその思春期を通じて，
より強く対象関係で骨折ることになる。事実，遷延
されていた母親との苦しい切断が，この時期の主要
な課題となるのである」と述べるが、現代の思春期

を生きる女性たちは、母親との一体感を持った関係
をつなぐことで「苦しい切断」を回避しているとみ
ることもできるかもしれない。母親側の不安も大き
く、親自身が子の自立を促す方向に働きかけること
が難しくなっているのではないかと思われる。

⚔．親子関係のʠ友だち化ʡをめぐる問
題

上記のような傾向を受け、現代においては、娘の
母親からの第二の分離個体化の体験が遷延化される
傾向にあるのではないかと考えられる。土井
（2014）は、フラット化しているという現代の親子
関係について、「親子の間で本音をぶつけあって関
係を深めていくのではなく、現状の関係を円滑に保
とうとする圧力が強く働く」と述べ、子どもと対等
な関係を築きたいという物分かりのよさそうな親た
ちの態度は、子どもに対して自己承認を求める依存
的な心性の裏返しであるとして問題視する。このよ
うに、母親自身が娘と心理的に距離を取ることが難
しくなっていることには、親自身の抱える不安の存
在が影響していることも考えられる。
親子（母娘）の友だち化現象について、母親と娘
はそもそも保護養育関係に始まっているという意味
で、本来的に対等な関係にはなりえないため、無理
が生じるのでないか。保護養育関係の中では弱く守
られる立場にある娘は、母に守られながら、思春期
の自立のプロセスの中で母の生き方やあり方を相対
化し、母とは異なる自分を作ることが求められる。
では、思春期の娘はどのようにして母からの分離を
行うのか？ということについて、演者は以下のよう
な提案を行った。
① 母に対する「怒り」を向けること、「怒り」
によって母娘の分離が促進されることは織田
（1993）が指摘しているが、反抗期を経験す
るといった直接的な怒りの向け方だけでな
く、「内なる母親との対決」の経験を行うこ
とが母からの娘の分離につながる。

② よりマイルドな分離の方法として、例えば、
母に話す話題と友人に話す話題を使い分ける
（進路・恋愛・友人関係）ことや、母が好む
ものとは違う好みを見出す（ファッション、
趣味）こと、娘の進路選択や部活選択といっ
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た人生の岐路において、母の思いと娘の思い
をそれぞれに尊重し、娘の選択を促すこと。

③ 娘が、母の思春期の頃（娘時代）について聞
くこと、娘であった母に思いを寄せることに
より、一人の娘であった母との出会い直しを
行うこと。

どのような形での分離のプロセスが生じるかは母
娘のペアにより個々に異なるが、上記の①や②、③
によって、娘が母から受けたものを受け継ぎつつ
も、自分なりの道を見出すことが大事ではないかと
思われる。

⚕．女性にとっての自分作りとは―母娘
関係を超えたものとの出会い―

最後に、英国児童文学作品『思い出のマーニー』
を取り上げ、思春期の母からの分離と自分作りにつ
いて検討した。思春期の子ども（娘）に求められて
いるのは、母との出会い直し、個人の母を超えた
「母なるもの」との出会いや繋がり直しであると考
えられる。Jung, C.G.（1959）は、母と娘の絆につ
いて、「全ての母は自分の中に娘的な面を持ち、ど
の娘も自分の娘に母的な側面を持っている。全ての
女性は、過去に向かってはその母に繋がり、未来に
向かってはその娘に繋がっている」と述べている。
またユング派分析家のRowinsky N.R.（1990）は、
家族の生物学的歴史を支えている女性のつながりを
「母の系列」と呼び、「母の系列との接触を欠いてい
る女性は魂の喪失者である」と述べる。この物語で
は、思春期の少女アンナがいかにして母の系列との
繋がり直しを行い、生きる力を取り戻していくかが
描かれていることについて触れた。

おわりに

現代の「友だち親子」とは、娘が母と、同じ時代
の中で「友だち」になる現象を指し、母と娘が同じ
時代を同じ目線で共有しようとする状態にある。一
方で、娘にとって母親は乗り越える壁であり、異次
元の存在であるため、現実の母親と対等な関係を築
くことは、いつまでも母娘のカプセルにとどまった
ままで互いに依存関係となり、自立が阻まれる停滞

するのではないか。思春期の娘にとって求められる
母との間での心の作業とは、娘が、母や祖母が生き
た「娘時代」と繋がること、すなわち「母の系列」
に自身を位置づけ直すことではないか考えられる。
最後に、母と娘の間で、異なる時代に思春期を生き
た者同士として、その時の状況に置いて様々な思い
を感じていた一人の思春期の女性であった者とし
て、親子が向かい合うことが求められているのでは
ないかと考えられる。
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